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｢ク ロル どクリ ン」に關 しては山本亮氏(理 化學研究所彙報,大 正12年 第1輯 第

1號 第1頁)が 殺虫的研究 を行 ひ之れが効 果を明に した り又Metruchot L.及See

兩氏(Compt. Rend. Soc. de Bio1., 83 170,1920)は 飽和蒸氣 と菌類器官 との死

滅關係 を研究 し其死滅時間を報告せ り又最近岩城與一氏(専 責局中央研究所報 告

第5號 大正15年2月)は 煙草中 よ り分離せ るBakteria及 徽類 に對 し其効果 を明

にせり

由來臺灣 は濕度,温 度共 に高 く諸種の食物其他 日用品及其他の器具 に徽類の発

生す る事顯著 なり故 に予等は各菌類胞子 に樹 す る 「クロノルビクリ ン」蒸氣の殺菌

的効 果を明に し同時 に此の性質によ り各菌分類の一助 と も爲 さん と思考 し本實驗

を施行せ り

(1) 使 用 菌

Aspergilhie屬　 31種

Rhizopus屬　 19種

Mucor屬　 10種

Penicilium屬　 3種(内1種 は臺北市市の空氣 中 より分離 す)

Monaus屬　 1種

Cladosporium屬　 1種(臺 北 の空氣中よ り分離す)

日 常 我 々 が 糸 状 菌 類 の空 氣 分 析 を 施 行 す る際屬 々発 見 す る はPenicillium及

Cladosporiumに屬 す る もの な る に より 比 記空 氣 中 よ り分 離 せ る2種 を 特 に選 定 せ

り

以 上 の 菌 類 を 麹 汁 寒 天 培 養 基 に 移 植 後30℃ に 放 置 し7-10日 間 経 過 せ る もの
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を使用 した り

(2) 實驗 方 法

(a) 試驗 管の中間に脱脂綿 を少量入れ之れに綿栓 を爲 し乾熱殺菌す

(b) 12 Ⅰ,.入の デシケーター様 の硝子容器 の底部に0.51bの 「クロ

ル ビクリ ン」 を入れ密閉す

前記(a)の 綿栓及中間の脱脂綿 を取去り 底部に糸状菌類胞子 を白金線 にて取

入れ次 に(a)の 中間 に脱脂綿 に少量の 「クロル ビク リン」を浸濕 せ しめたる もの

を置 き後綿栓 を爲す(此 の際脱 脂綿 に附着せ しめたる 「クロルンピク リン」液 と糸

状菌類胞子 とは直接相接す る事無 き様注意せ り)次 に此の試験管 を(b)の 柵土に

靜置 し密 閉 して250-30℃ に放置す而 して一定時後之れを取出 し試験管内の「ク

ロルンビク リン」蒸氣 を驕逐 せ しめ後麹汁及麹汁寒天に移植 し30℃ に放置 し14日

間以内に於て發 芽發 育す るや否 やを檢せ り

又對 照試験 として 「クロル ピク ジン」の無 き同様 なる試験を同様 に行へ り

(3) 結 果
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上 記 中5,6,8,10,15,19,27,30,31,43,52,54,55,56,57,60,6l,62は 東京帝 國 大

學 農 學部 三宅 博 士 よ り分 與 を受 けた る ものに して同博 士が和 蘭 のCentralstellefur

 Pilzkulturen, Amsterdamより 得 られ た る もの なり20,2,24,は 東京 帝國 大學農

學 部 高橋博 士 よ り14,16は 九 州帝 國 大學 農學 部湯 川 博士 よ り37,44,45,46,48,は

満州 中央 試驗 場 齋 藤博 士 よ り34,38,は 東 亜 同文 書 院 山崎 博 士 よ り35,39,40,4

1, 42,47,は 北 海道 帝國 大學 農學 部半 澤博 士 よ り29は 九州 帝國 大學 工學 部宇佐 美

博士 よ り4,11,22,28,53,63,は 南滿 州醫 學堂 塙 氏 よ り分與 下 され し もの な り1,7,9,

17,12,13,18,は 著者 の一 人(中 澤)がWehmer氏 の實驗 室 よ り分 與 を受 け2,3,32,

33,36,58,59,51,21,は 同 じ く中澤 が分 離 し49,50,64,65,は 著者 の 一人(武 田)が

分離 せ し もの な り

(大 正 拾五年 三月 臺灣總 督府 中央研 究所 醸造科 實驗 室 にて)

(附 記)對 照試驗 は各 時 間 を通 じて(+)なり き


